
「奈良大学情報処理セ ンター年報No .9」

「言語情報処理実習II」 にっいて

文学部 伊 土 耕 平

1.は じめに

昨年 本誌8号(1997年9月)にrr言 語 情報処 理 実習1』 につ いて 」 な る文章(以 下 「前

稿 」 と呼 ぶ)を 寄 せ た の で 、 今 年 は続 けてrH」 につ い て 書 くこ と に す る。 平 成9

(1997)年 度 に どの よ うな授業 を行 な ったかにつ いて、 お もに報 告す る。

2.授 業の概要

「言語情報処理実習1」 「同11」 は国文学科の開講科 目で、平成8年 ～10年 度 は両方 と

も伊土が担当 している。大まかに言えば、1は 前期開講で、使用語彙の度数分布 ・類似度

や相関係数の計算など、言語作品を数量的に分析する際の基本的な方法を身につけるのが

目的である。Hは 後期 開講で、1で 学んだ方法を応用 して、 自分なりに何かの言語作品

(文学作品や新聞の社説など)を 分析す るのが 目的である。

r[の内容について手 っ取 り早 くご理解いただ くために、平成9年 度の シラバスを引用 し

よう。

言語情 報処 理実 習111単 位 後期2,3,4年 次 専任 伊 土耕平

[テー マ]言 語作 品か らデ ー タを採 り、パ ソコ ンで処 理す る。

[概要]受 講生 が 自分 で選ん だ言語作 品(現 代小説 な ど)か らデ ータを採 り、パ ソ コ

ンに入 力 して、何 かの処 理を行 な い、 その結果 に もとつ いて何か を主張 す る。 その処

理 には統合 型 ソ フ ト=ク ラ リス ワー クスを使 用す る。

[授業 内容]

9月 概説

10～11月 デ ー タ入 力(各 自が作業 す る。講 義者 が間違 いな どを随 時チ ェ ックす る)

12月 デ0タ の検定 ・類似度 の計算

1月 リポー ト作 成 ・発表

[参考 文献]石 綿敏 雄r文 科系 のた めの コ ンピュータ ー入 門』(創 拓社1994年)

DB-WEST編 『パ ソコ ン国語 国文学』(啓 文 社1995年)

[授業 の評価 方法]平 常点 と、 リポー トに よ る。

[履修上 の注 意事項]

各 自フ ロ ッ ピーデ ィス ク(2HD,3.5inch)を2枚 以上 用意す る こと。 クラ リス ワー

クスは、電算 実習室 のパ ソコ ンにイ ンス トール され て いる。
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クラ リス ワー クスの操作 が 出来 る ことを前提 とす るので、 受講 者 は初 回の授 業 まで

にマ ス ター して お くこと。(ち な み に言 語情 報処 理実 習1で は ク ラ リスの操 作法 の指

導 も行 な う)。

講義 者 の コ ンピューターの技能 は初級程 度 であ る。 高度 なデ ー タ処理 を望 む受講 生

の期待 に は応え られな い。 しか し、 この実習 で身 につ ける程 度 の技能 で も、 国語学 ・

国文学 の論文 を書 くための デー タは作 成で きるはず で あ る。

いい加減 に作 られ たデー タで は、 それ に もとつ いて何 か主張 して も、説得 力 に乏 し

い ことは言 うまで もない。 その意味 で は、一 つ一 つの用例 を きちん と理解 し正確 に入

力 して い くこ とが、重要 で あ る。 その よ うな作業 を経験 す る ことは、国語学 ・国文学

の研 究上 、必要 な ことで あ ると考 え る。

[テキ ス ト]使 用 しない。

シラバ スは以上 で あ る。 ここには書 か なか ったが 、9～10月 にはデ モ ンス トレー シ ョン

を行 な った。 っ ま り、パ ソコ ンを利用 して どんな研 究が 出来 るか 、そ の具体 例を示 したの

であ る。 学生 はそのデ モを見 るだ けで はな く、 自分 で も計算 な どを した。

3.平 成9(1997)年 度 の授 業

で は実際 の授業 はどの よ うであ ったか。順 を追 って述べ て い こ う。

3.1受 講者数

登録 した者 は5名 で あ る。 うち2名 は最 初か ら最 後 まで一度 も出席 しなか った。っ ま り

幽霊 であ る。 また、残 り3名 の うち1名 は、最終段 階 で脱 落 して しま った。

なぜ こん な に少 ないのか。 もちろん私 の人気 のな さが 第一原 因で あ ろ うが、 この年 に 限

り他 学科生 の受 講を許 可制 に した こと も、影響 して い るのか も しれな い。 他学科 生 の受講

は、 結局 ゼ ロであ った。

この対策 と して 、今年3月 発 行 のr(国 文 学科)研 究室 だ よ り』16号 に宣伝 文 を書 いて

みた。 その成果 か ど うか、 今年度(1998年 度)前 期 の受講生 は14名 に回復 した。

3.2デ モ ンス トレー シ ョン

学生 に実 際に デー タ入 力を させ る前 に、私 が これ まで に作 成 したデ ー タな どを利 用 して、

パ ソ コ ンで どん な研 究が 出来 るかを 示すデ モ ンス トレー シ ョンを 行 な った。 以下 に述べ る

① ～③ の ことで あ る。

まず 最 初 は、 私 が 以 前 作 成 したr古 事 記 」 の 接 続 詞 の デ ー タを使 用 して 、① 接 続 詞

「故 」「爾 」「於 是」の 中で は、 どれ とどれ が意味 ・用法が 近 いか、② 「作 品の後半 にい く
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ほど故 の使 用率 が高 くな る」な どの傾 向が あ るか ど うか 、の二 点 を検 証 した。

① につ いて は、前 期 も行 な った こ とで(つ ま り復 習 とな る)、 かっ 前稿 に も書 いた ので、

ここで は省 略す る。

② を具体 的 に説 明す る と、 まずr古 事記 』全体 を十等 分す るこ とを考 え る。私 の デー タ

で は、接 続詞 の0つ0つ につ いて、「02808」 な どの よ うに、所 在情報 もつ いて い る(こ の

場 合 はテキ ス ト28頁8行 の意 。 テ キス トは西 宮0民 編r古 事記 新 訂版 』桜 楓社1992年)。

全体 が約200頁 で あ るか ら、20頁 ご とに区 切れ ば、 全体 を十 等分 す るこ とにな る。 その 区

間 を、1、2、3… …10な ど と し(関 数TRUNCな どを使 用)、 その 区 間 ご とに 「故 」 な

どの使 用率 を出 し、両者 をペ アに して相 関係数 を計算 す る ことが で きるわ けであ る。

途 中 の計 算 な どは省 略す ると、結 果 は、「故 」 は 一〇.403、「爾」 は0.155、 「於 是 」 は0.3

96で あ った。「爾 」 と比較す れば、 「故 」 は作 品の後半 にい くにつ れて使 用率 が下が る傾 向

が あ り、「於是 」 は、逆 に上 が る傾 向が あ ると言 え る。r爾 」 には、 その よ うな傾 向 は見 ら

れず 、 まんべん な く使 用 され る。

この結果 はなかなか興 味深 い。 と言 うの は、r古 事記 』 において 、「爾 」 は言 わ ばニ ュー

トラル な接 続詞 と考 え られ る。 とす れば作 品全体 に まんべ ん な く現れ ると考 え られ るか ら

で あ る。 それ に対 して 「故」 は、言 わば強調 の マー カーであ るか ら、 力の入 った作 品前 半

部 に多 く現 れ ると考 え られ る。r於 是 」 につ いて は、 いろ いろ考 え られ るが、 説 明 は省 略

す る。 もっ とも、数 字 のペア(区 間 と使 用率)が10組 しかな いので、 その 中で相 関係数 を

出 して もあ ま り意味 がな いか もしれな い。 しか し0っ の ヒン トに はな ろ う。

デ モ ンス トレー シ ョンの③ は、前 年度 の この授 業で学 生が作 成 したデ ー タを利 用 して、

「名詞 の使用 率 と名 詞の平均 語長 との 間に相関 があ る」 とい う仮説 を検証 した。 どの よ う

に考 えたの か と言 えば、名 詞の使 用率 の高 い作 家(作 品)は 名詞 にあ る種 の こだわ りが あ

る と考 え られ る。す る と、使用す る名詞 が長 めに な るので はな いか 。例 えば 、単 に 「イギ

リス」 とい う語 を使 うので はな く、 「グ レー トブ リテ ン」 とい う長 い語 形 を使 うで あ ろ う

とい うよ うに(が さっ な考え方 で あ るが)。

前 年度 、学 生 が作 成 した デー タ は、r羅 生 門』r裸 の王 様』 な ど七 作 品 の 冒頭 か ら500レ

コー ド程度 の もので あ る。1レ コ0ド が 「見 出 し語(か な表記)・ 見 出 し語(漢 字表 記)

・品詞 ・所 在」 で構成 され てい る。 これ らの うち、 まず 名詞 だけを検 索 し、全体 か ら見 た

名 詞 の割合 を 出す(=名 詞 の使 用 率)。 次 に、 名詞0語 ずつ の長 さ(一 か なで何 字 か)を

出 し(関 数LENを 使用)、 名 詞全 体 で平均 を出す(=名 詞 の 長 さの平 均)。 両 者 をペ アに

して、相 関係数 を 出すわ けで あ る。

結果 は0.845で 、か な り高 い相 関係数 とな った。 よ って先 の仮説 は支持 され る。

と言 い たい と ころで あ るが、 や は りデ0タ が少 なす ぎ る。② の場合 は、数 字 のペ アが10

組だ ったが 、 こち らは7組 と、 さ らに少 な い。先 の仮 説が 正 しい と強 く主張 す るの は無 理
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で あ る。 それで も、一 っの手 がか りにはな ろ う。

以 上、三 種 のデ モ ンス トレー シ ョンを行 な った。要す るに、何 を明 らか にす るた め にど

のよ うな こ とをす るか、 の例 を示 したわ けで あ る。学 生 は、 これ らを参考 に して、 自分 な

りにテーマ を決定 しな ければ な らない。

以上 の他 に、 カイニ乗 検定 な ど も行 な ったが、省 略す る。 ちなみ に、 ここまで で授業 四

回分 で あ る。

3.3対 象作 品 決定 とデー タ入 力

各 自が別 々の ことを して いたので は効 率が 悪いの で、共 同でデ ー タ入 力 をす る ことに し

た。対 象 は、 ひ と りの学 生の希 望 を取 り入 れて、太 宰治 の小説 と した。太宰 の作 品の 中で

もどれ にす れ ばよいか?ま ず、発 表年代 に よ ってデ ータが ど う変わ るか とい う観点が 考

え られ る。 さ らに、 これ は私 の個 人的 な予想で あ るが、「私 」「自分 」な どの0人 称代名 詞

が後 年 にい くほど減 って い くの で はないか。 それを確 かめ るの も意 味が あ ろ う。す ると、

一 人称代 名詞 で書 かれ た作品 でな くて はな らな い。 これ ら二 点 を考 慮 して、 「思 い 出」(19

33年 発 表)、 「逆 行 」(1935年 発 表)、 「富 嶽 百景 」(1939年 発 表)、 「東 京 八 景 」(1941年 発

表)、 「人 間失格 」(1948年 発表)の 五作 品を対象 に選 んだ。

学 生一人 が0作 品 を担 当 し、作 品の 冒頭 か ら単語 ご とに、見 出 し語 な どを入 力 して い く。

デー タの構 成 は、 先述 の 昨年 度 の もの と同様 で あ る。500レ コー ド以 上 を ノルマ に した。

先 述 のよ うに学 生 は三人 しか いないので あ るか ら、私 が二作 品を担 当 し、デ ー タを補 った。

この入力作 業 に授 業 四回を使 った。途 中、適 宜私が デ ー タを チ ェ ック し、最 終 的に は全

デ ー タに 目を通 した。 間違 いや不続 一・な ものを正 して、言 わば"オ フ ィシ ャル"な デ ー タ

を0っ 作 成 し、全 員 に配 るの で あ る(一 フ ァイ ルを コ ピー させ る)。 この よ うに しな い と、

例 えば 同 じこ とを計算 して も答えが 異 な る、な どの不都合 が生 じて しま う。

一人 が500レ コー ドとい うの は少 なす ぎる と思わ れ るか も しれ な いが、 学生 にや らせ る

と、宿題 を含 めて も、 この くらいにな って しま うので あ る。

3.4リ ボ0ト

全 員 に デー タを戻 して、各 自が リポー トを作 成 す る。冬 休 み を は さん で提 出 され た リ

ポー トは、 品詞 の使用率 を グラ フに した り して、 い ろいろ と工夫 され て いた。

前年 度 と同 じ く学生作 成 の リポー ト集 を作 成す るこ とに したが、数 が少 な いので、私 が

書 いた もの も合わせ てr97年 度 言語情報処 理実 習Hリ ポ ー ト集』 な る ものを作 成 した。

学生 の執 筆部分 に対 して は、修正 すべ き点 な どの コメ ン トが書 き込 んで あ るので、学 生 は

勉 強 にな るはず で あ る。

学 生 の書 いた リポ ー トを掲 げ るの は はばか られ るので、 以下 に、私 の書 いた部分 を その
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ま ま引用 しよ う。統計 学 的に は問題 とな ると ころ も多 々あ るのであ るが、 その まま掲載 す

る。 なお、以下 の 内容 は、先述 のr研 究室 だ よ り』 と重複す る部分が あ る ことをお断 り し

てお く。

太宰5作 品のデ ータか ら

1.感 情 形容(動)詞 の使 用率

形容 詞(こ こで は形容動 詞 も含 む)に は、感情 形容詞 と属性 形容詞 が あ る ことが知

られて い る。前者 の例:嬉 しい、 悲 しい、な ど。後者 の例:白 い、広 い、 な ど。 もち

ろん、 両者 を スパ ッと分 け るのは難 しい。古代 語で は、前者 はシ ク活用 、後者 はク活

用、 な ど と多 少形 態的 に区別で きる。 もっと も、 これ で も完全 には分 け られ ない(例

えば 「憂 し」「っ ら し」 は感情 なの に ク活 であ る)。

それ は ともか く、感情形 容詞 の使用率 に変化 が あ るので はな いか 。年 を と るにつ れ

て人 間 は涙 もろ くな る ことが あ る。つ ま り、後 期 にい くほど、感情 形容詞 の使 用率 が

高 くな るので はな いか。 これが仮 説で あ る。

デー タは次 の とお り。ただ し、感情形 容詞 は 「私 」の感情 を 直接 表す ものだ け と し

た。例:○ 不気 味だ。○ 不安 だ。 ×ま しだ。 ×変 だ。(後 二者 は"判 断")

作品

思い出

逆行

邑獄

東京

人間

使 用 率

0.0119

0.0019

0.0094

0.0221

0.0362

語 数

503

526

531

497

497

感 情 形 容 詞 の 認 定 に多 少 不 安 は残 る もの の 、0.884と い う高 い相 関係 数 を得 た。

よ って、年 を とるにつ れて 、感情形 容詞 の使 用率 が高 くな る とい う仮 説 は支持 され た。

と考 え るの は早計 であ る。上の事 実 は、 たん に形容詞 の使 用率が 高 くな る こと と連

動 して い るだ けの ことか も知 れ ない。 そ こで、 その点 を検証 して み る。

感情形 容詞 と属性 形容詞 の個数 のペ ア は次 の とお りであ る。
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思 逆 富 東 人

感 情:6151118計41

属 性:3229463846計191

言十3830514964

この分 布 に有 意差 はあ るか?カ イニ 乗値 を 出 して み る と12.08と な り5%水 準 で

有 意で あ る(自 由度4)。 よ って分 布 に偏 りが あ ると考 えて よい。

2.「 私 」の使 用率

これ ら5作 品 は、 「私」 とか 「自分 」 とか、 一人称 の言葉 を使 って語 り手 が語 る と

い う構 成 を と って い る。 この 「私 」(以 下 「自分」 も含 む)の 使 用率 に も変 化が あ る

ので はないか。 と言 うの は、0般 に、若 い頃 は 自意識が 過剰 であ る。年 を と るにつ れ、

過 剰 さが 中和 され て、言 わ ば、 落 ちっ いて くる。 とすれ ば、 「私 」 の使 用率 も少 な く

な って い くので はないか。 これが仮 説 であ る。

デ ー タは次 の とお り。「私 」の使 用率 は、 その作 品 の、 「『私 』 の数/名 詞 の総 数 」

であ る。

258

286

257

270

218

平均

相関係数

使 用 率

0.116

0.115

0.097

0.059

0.032

1939.20.084

-0 .8750.084

これ も、-0.875と い う高 い相 関度 を示 した。仮 説 は支持 され た。

3.お わ りに

以上 、二っ の考 え方を 示 した。何か の参 考 に して ほ しい。

もっと も、今 回の分析 は実験 的な もので あ り、上 の仮説 が本 当に正 しいか ど うか は、

デ ー タの量 を増 やす ことは もち ろん 、太 宰 とい う人 を もっと調べ た り、他 の作 品 を分

析 した り、 さま ざまの ことを した うえ で判 断 され るべ きで あ る。今 回 はパ イ ロ ッ ト

(水 先案 内人)的 な もので あ る。

今 回提 出 され た リポー トを見 て一番言 いた い ことは、"も っ と しっ こ く考 え よ"と
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いうことである。そのためには、デ0タ を加工 してみることも大切である。結局、

データを見る(加 工 も含む)=仮 説を考え る

とい う二っのことの相互作用が、研究の基本である。

また、考えのヒントを得るためには、やはり読書が大切である。参考文献のリス ト

などを見て、いろいろな本を読んでほしい。上に示 した感情形容詞/属 性形容詞の こ

となどは、 じっ は常識的なことなのである。

私 の"リ ポー ト"は 以上 であ る。い ろい ろと問題 が あ る ことは承知 して い る。 最大 の問

題 は、5作 品 の間で相 関係数 を 出す の は、や は りほとん ど意 味がな い、 とい うことで あ ろ

う。統計 学 に詳 しいあ る教育 心理学 者の ご教 示 によれ ば、 このデ ータを無相 関検 定 してみ

ると、5%水 準 で有 意で はな い との こ とであ る。 ち なみに、最近 個人 的 に、太宰 の もう2

作 品 か らデ ー タを採 って合計7作 品 に して 、「私」 の使 用率 に関 して相 関係数 を 出 して み

た。結 果 は 一〇.620で、上 述 の場合 に比べ て、 だ いぶ下 が って しま った。 も っと調 べ れ ば

もっ と下 が るか も しれ ない。

しか し、上 述 のよ うなデー タ しかな いのだか ら仕方 ない。 この よ うに言 う と、 日頃厳密

な統計 学的調 査 を行 な って いる先 生方か らはお叱 りを受 け るだ ろ う。そ れ は甘 ん じて受 け

る しかな い。 しか し、 や は り国文 学国語 学の研 究 において は、単語切 りか ら最後 の相 関係

数 な どの計 算 まで、0通 り経験 す る ことが大切 で あ ると考 え る。 それを半 期 でや る とな る

と、 ど う して も上 述の よ うな程度 の ことにな って しま うの であ る。

っ まる ところ、結果 よ りも考 え方が重 要で あ る。 と くに私 の場合 、学 生 に教 え られ るの

はパ ソ コ ンの使 用法 や統計 学 よ りも、考 え方 の方 で あ る。(し たが って、上 記 の リポー ト

の中で学生 に特 に言 いた い ことは、「3.お わ りに」 の部分で あ る。)

もっ とも、上 記の考 え(と くに仮説 を考 え る ところ)は 、 あま りに もが さつで あ る と思

われ るか も しれ な い。本 当の と ころを言 え ば、"考 え"以 前 に"直 観"が あ るので あ る。

今 回 のデ.___夕を眺 めて、 「私 」 の使用 率が 下が るな ど と直観 したわ けで あ る。 しか し、 直

観 を人 に教 え るこ とはで きな い。

3.5評 価 な ど

リポー トの出来 と平常点(お もに 出席数)と で評価 を した。

4.お わ りに

以上 が平成9年 度 の 「言語情報 処理実 習H」 の授業 内容 であ る。私 の コ ン ピュー ター技

能 は原始人 レベ ルで、 あま りたい した ことは して いな い。 恥ずか しいか ぎ りで あ る。 国文

学科 の新任 の滝川 氏 は コ ンピュ0夕 一に強 いので、 来年度 か らは交代 して も らいた い。
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この科 目を持 っていて一 番悩 む こ とは、直観 や思 いっ きを教 え るの は不 可能 だ とい うこ

とで あ る。教 員が い ろいろな ことをや って 見せ る しかな いのだ ろ うか。 類似度 や相 関係数

な どの手法 を教え て も、学 生 はそれ らを使 って何かす る とい うことが で きない。簡単 に言

えば応 用力が な い。

それで も、学生 はそれな りに興味 を持 った らしく、二人 と もこの よ うな ことを卒 論 な ど

でや って みた い と言 った。私 に対す る気配 りにす ぎな いのか も しれ ないが 、嬉 しい こ とで

はあ る。

なお、 平成10(1998)年 度か ら実習 室の機種 が変更 され 、 ソフ トもクラ リス ワー クスか

らオ フ ィス97に な った。 この変更 に よ って授業 内容 を大 き く変 え る ことはな い。た だ、作

業 がだ いぶ楽 に な った。例 え ば、あ る言 語作品 中の 単語 の数 を数 え るの に、 クラ リスワー

クスで は、 デー タベー スで 「小 計パ ー ト」を作 った り して、 大変 やや こ しか ったが(他 に

も っとよい方 法が あ ったか も しれ ないが)、 オ フィス97の 中のエ クセル97で は、「ピボ ッ ト

テ ー ブル」 を少 しひね って使 えば、簡単 に単語 の個 数を数 え る ことが で きる。 また、類 似

度 を出すの も、 ピボ ッ トテ ーブルを使 えばか な り楽 であ る。

以 上 、情報 公 開の一 環 と して、「言語 情報 処理 実 習H」 の授 業 内容 につ いて述 べ た。 ご

意見 な どをお寄せ い ただ けれ ば幸 いであ る。
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